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研究成果 

本研究では，細胞膜に脂質分子を導入する事で脂質膜の物理化学的特性変化を誘導し，そのミ

クロ相分離挙動を制御する事で最終的に細胞機能を制御するための方法論の開発を目的としてい

る．H29 年度は，主にモデル細胞膜系における脂質分子構造と膜特性の関連について物理化学的

な視点より解明を試みた．また，並行して細胞膜機能を制御するための脂質分子設計ならびに脂

質分子の集合特性解析について検討し，分子のデザイン指針を確立させた（図１）．H30 において

細胞毒性への影響などを検討する予定である． 

 

図１ 研究概念図．(a)脂質を自己組織化させ，膜融合によりターゲットに導入．(b)各種分光解析

による膜特性評価．(c)細胞機能（例：細胞死）の制御を目指す．[基礎工学部要覧に掲載] 

 

脂質膜場におけるステロール誘導体の相互作用挙動（共同研究者：Tonya Kuhl 教授） 

生体系において，細胞膜の物理化学的特性は各種のステロール分子によって制御されている．

例えば，動物細胞の膜流動性はコレステロール分子によって制御され，細胞膜中よりコレステロ

ールを除去すると各種の物質取り込み機構が抑制される事が知られている．一方，植物細胞にお

いてエルゴステロールが主として膜特性の制御を担うと考えられるが，その詳細については未だ

検討が十分ではない．共同研究者 T. Kuhl らとの研究成果として，エルゴステロール分子が飽和リ

ン脂質と相転移温度以上において特異的に相互作用する事を明らかにした．このメカニズムに基

づくと，植物細胞が高温条件下においてもその膜特性を維持可能である事を説明できる．概ねの

実験データはそろっており，現在成果を投稿論文にまとめている．将来的には，エルゴステロー

ルの化学構造から発想した脂質分子を設計し，高温条件においても効果的に膜特性を制御する方

法論へと発展させたいと考えている．  
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薬剤分子のリアルタイム観察を目的とする脂質型蛍光プローブの開発（共同研究者：林啓太講師） 

 ドラッグデリバリーシステム(DDS)において，薬剤分子の薬効と同様，体内動態を詳細に観察す

る事は重要な課題である．蛍光プローブは，細胞膜の可視化や薬剤分子の追跡に大変便利である．

本研究では，集合体を形成すると発光特性の変化する Pyrene 分子に着目し，Pyrene-脂肪酸複合体

を合成し，細胞への取り込み挙動ならびに細胞毒性を評価した（図 2）．Pyrene-脂肪酸脂質は水中

では 100nm 程度の粒子状固体を形成した．これら集合体をマウス由来マクロファージ様細胞

(J774.1)ならびにマウス由来直腸がん細胞(Colon 26)に添加して細胞毒性を調べた結果，脂肪鎖の長

い P-C22 は相対的に強い細胞毒性を示す事が明らかとなった．Pyrene 自体の細胞毒性は低いため，

脂肪鎖構造が主に効いていると考えられる．本研究で採用した合成手順はシンプルであるが，各

種の機能性分子(薬剤，プローブ)を疎水化し自己集合体させるための有力な方法論である． 以上

の研究成果は ACS Omega (2018)誌に掲載が決定している． 

  

図 2 Pyrene-脂肪酸複合体の設計ならびに細胞系への応用．(左図) Pyrene-脂肪酸複合体の構造(a)な

らびに集合体の写真(b). (右図)集合体の細胞への取り込み挙動.  

 

 

Ozaprozin 誘導体の設計ならびに自己集合挙動の制御（共同研究者：林啓太講師） 

 抗炎症作用剤の一種である Oxaprozin を疎水化し，自己集合させるための分子設計を行った．

ここでは，疎水鎖末端にカルボキシル基(-COOH))を導入し，溶液の pH に応じて集合挙動の制御

をねらう．疎水基を C6，C8，C12 と変化させ，pH 滴定法により集合挙動を評価した．Oxaprozin

分子そのものは水への溶解度が低いものの，Oxp-C6 はアルカリ条件において分散性の高いミセル

を形成する事を明らかにした．一方，Oxp-C8，Oxp-C12 の場合，エマルジョン状の集合体を形成

し，pH 7 以下では繊維状の結晶を形成した (図 3)．また，Oxp-C8 分子においては融点が著しく低

下し(Tm: 55oC)，結晶はアモルファス状であると考えられる．研究目標であるベシクル状分子集合

体の設計には至っていないものの，炭素鎖長ならびに pH 制御により各種の Pro-drug 分子の集合

挙動を制御できる可能性を見出した．最終年度において，さらなる分子の最適化，ベシクル状集

合体の調製，ならびに細胞毒性などを検討する予定である． 



 

図 3 (a) Oxaprozin 誘導体の構造．(b) Oxp-C6 の pH 滴定．pH>8 では溶液は透明でミセル状集合体

を形成．(c)Oxp-C8 および Oxp-C12 の繊維 (pH =7.4)． 
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